
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
能
登
町
の
行
政
運

営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が

一
般
公
募
に
よ
り
決
定
す
る
２
０
１
７

年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
「
北
」
と
な

り
ま
し
た
。
北
朝
鮮
問
題
や
九
州
北
部

豪
雨
、
野
球
の
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
等
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
が
理
由
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

能
登
に
住
む
者
と
し
て
、
北
と
聞
く

と
や
は
り
北
朝
鮮
の
事
を
想
定
し
ま

す
。
町
の
産
業
の
根
幹
を
な
す
一
次
産

業
、
そ
の
中
で
も
小
木
の
イ
カ
釣
り
船

団
は
能
登
町
が
全
国
に
誇
れ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
報
道
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ

Ｅ
Ｚ
）
に
属
す
る
日
本
海
の
大
和
堆
に

は
北
朝
鮮
の
船
が
大
量
に
不
法
侵
入

し
、
密
漁
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
資
源

保
護
を
考
え
ず
に
根
こ
そ
ぎ
乱
獲
す
る

彼
ら
の
漁
法
と
、
無
灯
火
で
日
本
の
船

の
灯
り
を
利
用
す
る
危
険
な
や
り
方
は

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
領
海
を
守

る
国
に
は
強
い
対
応
を
望
む
も
の
で

す
。
さ
ら
に
は
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
実

験
に
よ
る
不
安
で
、
北
と
い
う
字
は
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
古
代
日
本
の
律
令

制
の
頃
か
ら
五
畿
七
道
の
ひ
と
つ
北
陸

道
と
呼
ば
れ
る
ほ
か
、
北
国
、
北
日
本

な
ど
我
々
の
住
む
土
地
を
指
す
言
葉
に

も
含
ま
れ
て
い
る
愛
着
の
あ
る
字
で
も

あ
り
ま
す
。
本
年
は
北
の
字
が
良
い
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、
北
陸
の

地
、
能
登
町
か
ら
全
国
へ
明
る
い
話
題

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
は
1
月
19
日
、
１
１
９
の
日
に

能
登
消
防
署
宇
出
津
分
署
が
完
成
を
迎

え
ま
す
。
地
域
住
民
の
安
心
安
全
に
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す

し
、
町
民
が
集
い
、
交
流
に
よ
る
活
気

を
生
み
出
す
新
庁
舎
建
設
も
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
完
成

は
平
成
31
年
度
の
予
定
と
な
る
大
き

な
事
業
で
す
が
、
有
利
な
財
源
を
活

用
し
、
子
々
孫
々
に
大
き
な
負
担
を

残
さ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
が
生
き
生

き
と
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

能登町議会議長

向峠 茂人
能登町長

持木 一茂

謹
賀新

年
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
は
、
清
々
し
く
平
成
30
年
の
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
議

会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
に

能
登
町
議
会
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
特
別
委
員
会
と
し
て
、
北
朝
鮮
籍
と

見
ら
れ
る
木
造
船
の
違
法
操
業
、
ま
た

相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
な
ど
に
対
す

る
意
見
書
を
、
国
会
関
係
機
関
へ
提
出

し
、
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
依
然

と
し
て
、
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、
今
後

も
町
と
議
会
と
が
一
丸
と
な
っ
て
要
望

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

3
月
に
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
特
別
委
員
会
研
修
会
と
し
て
、
徳

島
県
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、「
持
続

可
能
な
地
域
を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ

た
住
民
た
ち
の
挑
戦
」
と
題
し
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

6
月
に
議
会
と
住
民
と
の
懇
談
会

「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
を
町
内
６
カ
所

で
開
催
し
、
延
べ
70
人
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
は
、
町
内

５
カ
所
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
町
民
の
皆
様
に
は
、
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
て
、
町
の
未
来
に
つ

い
て
、ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

9
月
に
奥
能
登
４
市
町
で
「
奥
能
登

市
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
奥
能
登
地
区
に
お
け
る
人

口
減
対
策
や
高
度
救
急
医
療
体
制
、
地

域
振
興
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
の
共
通
課

題
の
解
決
に
向
け
、
調
査
研
究
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
11
月
に
は
鳥
獣
被
害
対
策
の
先

進
地
・
鳥
取
県
南
部
町
へ
猪
解
体
処
理

施
設
等
の
現
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

能
登
町
の
資
源
を
守
る
た
め
、
ま
た
新

た
な
資
源
活
用
等
に
つ
い
て
、
今
後
も

よ
り
一
層
の
調
査
・
活
動
を
続
け
て
参

り
ま
す
。

　

能
登
町
は
２
０
１
７
年
度
「
お
す
す

め
移
住
・
交
流
先
16
選
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
今
後
も
明
る
く
暮
ら
し
や
す
い

町
づ
く
り
を
皆
様
と
一
緒
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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議
会

第
7
回
能
登
町
議
会
12
月
定
例
会
議

は
、
12
月
６
日
に
開
会
し
、
15
日
ま

で
の
10
日
間
と
会
期
を
定
め
、
報
告
１
件
、

能
登
町
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な

ど
議
案
20
件
、
諮
問
２
件
、
請
願
1
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
持
木
町
長
が
提
案
理
由
を

述
べ
、
諮
問
２
件
は
人
事
案
件
の
た
め
初
日

に
採
決
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
適
任
と
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
20
件
と
請
願
1
件
は

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、審
議
の
結
果
、

議
案
20
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
追
加
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
元
法
子
副
議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
、

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
の
指

名
推
薦
に
よ
り
、
市
濱
等
議
員
が
副
議
長
に

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
請
願
一
件
は
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

平成 29 年第 7 回
12 月定例会議

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
20
件

・
平
成
29
年
度
能
登
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

　

５
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
漁
業
集
落
排
水
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
平
成
29
年
度
能
登
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

・
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
会
議
員
等
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び

　

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
消
防
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃

　

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
能
登
町
農
産
物
等
直
売
所（
鮭
尾
直
売
所
））

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
能
登
町
特
産
物
等
直
売
所（
桜
峠
直
売
所
））

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
能
登
町
海
洋
深
層
水
施
設
・
能
登
町
農
林

　

水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー
）

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
九
十
九
湾
園
地
施
設
）

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

■
可
決
さ
れ
た
追
加
議
案
：
1
件

・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

■
適
任
と
さ
れ
た
諮
問
：
２
件

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
（
久
田
幸
子
・
67
歳
・
宇
出
津
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
（
舘  

博
之
・
64
歳
・
瑞
穂
）

■
議
会
提
出
議
案
：
２
件

・
副
議
長
辞
職
の
件

・
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
（
当
選　

市
濱  

等
・
69
歳
・
新
保
）

■
報
告
事
項
：
１
件

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

市濱  等 副議長

のと里山空港　1 月のイベントのと里山空港　1 月のイベント

■ 14 日㊐　のっぴーグラスづくり
1 月のデザイン：「のっぴーのもちつき」
時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
※一家族 1 個程度、限定 50 個。参加料無料

「のっぴーのもちつき」■ 1 日㊗　元旦振る舞い
　　　　　　ぜんざい食べにちょっと寄ってかんけぇ！
能登大納言小豆ぜんざいの振る舞い。無料です
時間　10:00 ～
場所　のと里山空港１階能登の旅情報センター前
数量　300 食！なくなりしだい終了
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県
内
学
生
が
町
の
仕
事
を
映
像
化
　
生
徒
に
特
別
授
業

ま
ち
の
仕
事
を
知
り
将
来
を
描
く

　

将
来
を
担
う
中
学
生
に
町
の
仕
事
を
知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
、
町
は
県
内
の
大
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
受
け
入

れ
、
能
登
町
で
働
く
人
を
取
材
し
て
映
像
を
作
り
、
町
内
の
中
学
校
で

発
表
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
5
日
に
は
能
都
中
学
校
の
1
年
生
51
人
を
対
象
に
授
業
が
行
わ

れ
、
4
本
の
映
像
を
上
映
し
、
制
作
に
携
わ
っ
た
学
生
と
生
徒
が
仕
事

に
つ
い
て
対
話
し
ま
し
た
。
今
月
中
に
町
内
の
す
べ
て
の
中
学
校
で
授

業
を
実
施
し
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
ま
す
。

　町の仕事を紹介する映像を制作したのは、県内の大学に通う
大学生 3 人です。3 人は「奥能登チャレンジインターンシップ」
に参加しました。県と県内大学、奥能登 2 市 2 町が連携して
地域を大学のキャンパスに見立てる「能登キャンパス構想」の
取り組みの一つです。昨年 8 月からおよそ 20 日間にわたり滞
在して町内 4 事業者を取材し、仕事への思いを聞き取りました。
　3 人は仕事への姿勢が、どうやったら中高生に伝わるかを考
え抜き、インタビューや構成、編集作業にあたりました。

3 人で共同で制作
取材先：アピモンド
　知識や設備がゼロの状
態から 10 年かけて努力を
積み重ね養蜂を行い、「養
蜂王国能登」をめざす井
上治子さんの思いを紹介。

花見果菜さん（金沢星稜大学 3 年）
取材先：天然氷「のらび」
　店主の山城さんにスポットを当て、自然食材を生か
して能登の魅力を町内外に発信
する姿勢を紹介。

細川竣平さん（金沢大学 2 年）
取材先：天領庄屋中谷家
　県指定有形文化財の中谷家の管理・運営に携わる

人々に注目し、中谷家と地域が
共存する姿を紹介。

　学生と生徒の対話では、「世界一の養蜂家を目指
し日本一も掴むという考えがすごい」「店に漁業と
農業、いっぱいのことでも手を抜かず全力でしてい
る」などの意見が出ました。生徒は事業者の熱い思
いや仕事への向き合い方、活躍する姿を知り、能登
町の魅力ある仕事や働き方に関心を寄せました。

赤池祐哉さん
（金沢学院大学 3 年）

取材先：下平鮮魚店
　お店で魚を売るだけでな
く、飲食営業や移動販売を行
い、魚を広める活動を行って
いることを紹介。

　 赤 池 さ ん は
「一見本業とは

離れたように見
える取り組みも
紹介した」と話
し、「 事 業 者 の
あまり知られていない側面を知り、なぜ多角的に仕
事や活動を行っているか生徒が考える機会になった
のでは」と、授業を振り返りました。

能登町に長期滞在し、4 本の映像を制作
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日時　5 月 6 日㊐　雨天決行

　　　　　7:30 ～ 8:30　受付

会場　柳田運動公園（柳田体育館・野球場）

申込　1月9日㊋～3月31日㊏  消印有効

　＊参加申込書に参加費を添えて最寄りの金融機関窓口
　　（興能信用金庫の場合、手数料は不要）へ持参。
　　用紙は役場各庁舎、各公民館、興能信用金庫各店窓口、
　　教育委員会事務局などにあります。
　＊現金書留・郵便小為替で事務局へ郵送または持参
　＊インターネット・携帯サイト（http://runnet.jp/）

深紅の花「のとキリシマツツジ」を楽しもう！！第32回
　猿鬼 猿鬼 歩こう走ろう健康大会

種目
　○走ろうの部
　　ハーフ、10 ｋｍ、5 ｋｍ、3 ｋｍ
　　※ハーフは 12 時までの時間制限が
　　　ありますのでご了承ください。
　○歩こうの部（当日申込も可）
　　せせらぎコース 6ｋｍ
　　やませみコース 10ｋｍ
　　健脚猿鬼コース 16ｋｍ

参加費
　歩こうの部：1,500 円（年齢は問いません）
 　走ろうの部：一般 3,000 円
　　　　　　　高校生以下 1,500 円
　※町内の小中学生は参加費無料
　　　問猿鬼歩こう走ろう健康大会事務局
　　　　（教育委員会事務局内）

　☎ 0768-72-2509　FAX：72-2393
　　e-mail：kyouikuiinkai@town.noto.lg.jp
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20 歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったと
き、病気や事故で障害が残った
とき、家族の働き手が亡くなっ
たときに、働いている世代みん
なで支えようという考えで作ら
れた仕組みです。また、国民年

加入手続きの窓口
能都庁舎町民課　または、各庁
舎・支所の窓口へ
※印鑑をご持参のうえ、お越し
ください。

金は 20歳以上 60歳未満の方は
加入することが義務付けられて
います。
　20歳になったら、忘れずに
国民年金の加入手続きをしま
しょう。

新成人の皆さんへ

問町民課☎ 62-8500

試合方法　　ダブルスでリーグ戦を行い、勝率を競います。ただし、
　　　　　毎試合ごとに抽選でペア決めますので、テニスが大いに楽
　　　　　しめますよ！
表　　彰　各 1 位～ 3 位までを表彰
申込締切　1 月 27 日㊏　17:00 まで
　　　　　    ※締切前でも定員（48 人）に達した場合は受付を終了します。
参  加  費　1,500 円
そ  の  他　高校生以上どなたでも参加可
　　　　　試合終了後、希望者による懇親会有り。（一人 3,000 円程度）
申  込  先　能登町テニス協会事務局（山下）☎ 62-3884  FAX62-4444

初心者だって熱烈歓迎初心者だって熱烈歓迎
第 11 回 町 民
エンジョイ
テニス大会

LET'S  ENJOY  TENNIS!LET'S  ENJOY  TENNIS!
2 月 3 日㊏　午前 9 時試合開始

WAVE のと（能登町屋内テニスコート）

新
成
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式
を
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で
行
い
ま
す
。


